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「多様化する病」
特定非営利活動法人 栃木DARC

代表理事　栗坪千明

栃木DARC News Letter

2月に入り寒波もより厳しくなってきた今
日この頃、皆様におかれましてはいかが
お過ごしでしょうか。

大麻が麻向法に移行して約2ヶ月が経過し
ましたが、ダルクでは特に大麻の相談が増
えたりといったことはまだありません。大
麻は表面化しにくい薬物なので、今後おそ
らく逮捕された段階での相談になってくる
だろうと思います。大麻は単なる薬物使用
ではなく、合法化されている国もあること
から思想的に使用している人が多く含まれ
ます。全時代にはアメリカのベトナム戦争
反対運動のヒッピーなどが愛用していたと
いう歴史もあり、否認の強い薬物です。し
かしながら依存症にならないわけではない
ので、どのように否認を解いていくかが重
要になります。同じように近年多くの割合
を占めつつある１０代２０代の市販薬もま
た違った意味で動機づけが難しい薬物で
す。何らかの心の痛みへの対処として使用
している場合が多いので、止めることへの
恐怖があります。そのため多くの場合、つ
ながるきっかけはODで救急搬送された時
です。自傷に至ることも珍しくなく、深く
切りすぎての受診がきっかけとなる場合も
あります。その心の痛みの要因は本人でさ
え特定することは難しく、プログラムの中
で気づいていくしかありません。ゲームは
違った意味で厄介です。特にコロナ渦での

外出制限から深刻化したケースも多く、若
い層はリア充を求めない傾向がゲームの依
存の方には見受けられます。ゲームの中が
本人にとってのリアルとなってしまい、そ
の中でのコミュニケーションが主になって
いるので、家族がwi-fを切ってしまったり
するということは本人にとっては大変なこ
となのです。これも動機づけが難しいで
す。
もちろん違法な薬物でも否認はありますし、
アルコールなども否認の強い依存症ではあ
りますが、若年層ということもあり、また
違った否認の構造になっていると思いま
す。
私たちは職業柄毎日依存症について考え続け
ていますが、家族にとっては初めて明るみ
になった時は青天の霹靂だと思います。そ
の時に慌てふためいて、間違った対応をし
ないためには、依存症の知識を得る場が
もっとたくさんあることが必要です。間
違った対応をし続けて疲れ果て、家族全体
の健康が損なわれるということもしばしば
だからです。
人の本能に直結する病であるためにその支援
はまだまだ奥が深いです。私たちも実務に
伴った勉強をし続ける必要があります。
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。 
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。
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2025年の目標は、 
「シンプルに生きること！」 
　昨年は色んなことを後回しにしすぎて、
やりたいことをうまくできなかったので、
今年はやることをしっかりこなして、やり
たいことも出来て、バランスのいい、楽し
い日々を過ごせたらいいなと思っています 
昨年は、暖冬から始まり、3月には寒の戻
りとなり、桜の開花なども平年より遅れた
ところが多く、関東地方では10年ぶりに3
月末の開花となりました 
寒さや雨により花粉の飛散なども大分少
なかったように感じられ、私自身も楽に過
ごせたように感じました 
今年の花粉は、前年の夏の気温が高く日
照が多いほど、沢山飛散しやすいと言われ
ており、また前シーズンの花粉が少ないと
飛散量が増えやすいと言われているので、
それを考えると今から恐ろしく感じていま
す　　 
今年こそは、早めに受診して花粉症の予防
注射を打とうと思います 
昨年11月から、就労継続支援B型作業所

Remissionの活動が本格的にスタートしま
した那珂川での利用者も宇都宮市に住居が
変わり、活動を行なっているところです 
現在は、利用人数もそれ程多くないので、
ノンビリ出来ている感じです。 
作業内容としては、主に那珂川での農作
業、便利屋作業、内職作業、タイヤ屋さん
でタイヤ・ホイル等の洗浄作業等を行なっ
ているところです 
私自身も利用者さん達も以前とは違う流
れに少しずつ慣れ、自身で予定の見直しを
行なったり 
新たな目標やタスクを設定することはと
ても重要なことで、自己管理のスキルや時

間の使い方等を向上させることが、皆少し
ずつ出来てくるのだと思います 
適性に基づいた作業の選択をし、一人一
人のモチベーションが上がるよう、考えな
がら行って行きたく思います 
主に、室外での作業が多く気候変動によ
る影響で、今年も暑さが激化すると思うだ
けで、頭が痛くなってきます 
毎年思うことですが、熱中症は命にかか
わる危険な症状ですので、本格的に暑くな
る前から日頃の備えを進め、暑さによる体
調不良が見られる場合は、迷う前にまず熱
中症を疑い、迅速な応急処置を心がけよう
と思います 
また、真夏の高温によって農作物の葉が
焼けやり、光合成量が減少し、育ちが悪く
なることもあるので、多方面に気を配りな
がら生活していかなければなりません 
　ダルクに来る前の私は、外が晴れてい
るのか、雨が降っているのかも分からない
状態でいましたが、今は太陽が照らし、風
の吹く環境で生きていることに、精神的に
も肉体的にも健康になったように感じてい
ます 
まだまだ寒い日が続きますので、どうぞお
体を大切にお過ごしください  

 

「今年も始まった」 
                                                  　　　　　  CF施設長　　

高田　秀夫 
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3rd Stage 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

 何度目かのニュースレターを書かせて
いただきます。依存症のマックスです。 
現在、栃木ダルクサードステージセン
ターで仲間と共に、日々の生活を送らせ
てもらっています。宇都宮、栃木ダルク
のプログラムを修了する場、いわゆる最
後の砦です。自分は今そこにいるわけで
す。何気なく毎日を過ごしがちですが、
改めてこう考えると、、、嬉しい。嬉し
いですね。もちろんプログラムの修了が
回復の完成ではないし、そこからがス
タートであるという見方を忘れてはいけ
ないと思います。ただ、何度も何度も失
敗を繰り返し、その度にまた最初か
ら、、惨めな気持ちを味わいながらもそ
こから何も学ばず長い時間ずっとふてく
されて、多くを意味のない時間に費やし
てきた私にとってそれは大きな事。素直
に今の自分、今の生活、今自分の周りに
あるもの、仲間、任せてもらえる業務な
どに対して、喜びと感謝を感じることが
できるようになった自身の変化をここ宇
都宮でふとした時に思う。その瞬間があ
ることが何より嬉しいんです。なんだか
きついなっていう時、疲れたな、やりた
くないなっていう時は正直ありますし、
ずるいことを考えてしまう時もあったり
します。しかし、今まで栃木ダルクの３
ステージプログラムの中で実際に経験し
てきたことが自分が取るべき行動を教え
てくれますし、そこで乗り越えた経験こ
そがその次を考える力になることを知っ
ています。それを知っててやらない手は
ないというか、やるべきことが見えてい
て向き合わずにスルーすることは本当に
損としか思えない。自分の過去を考えれ
ば、急に偉そうになったなとおもわれて
も仕方ない言い方ですが、ずっと与えら
れ続けてきた自分はこういうことを仲間
に伝えていく義務があると感じていま
す。そのための場、できる活動は実は多

かった。自分が見ていなかっただけでし
た。出会い、教え、言葉、時には突き放
し、すべてが自分に足りないものや本当
に手に入れるべきものに気づかせてくれ
ました。結果ばかりを早く求めすぎて、
「今」を大切にできなかった自分。回復
したしないはともかく、少なくとも今の
自分は「今」を大切に生きています。最
後の砦とは書きましたが、決して砦とい
う意識には支配されておらず、今過ごし
ている１日１日がこの先に待つ自分の新
しい生き方につながるものと思っていま
すし、実際に今出来る事、出来るように
なるためにするべき事に取り組む時間も
与えられている。以前の自分が想像して
いたような理想像、幸せのかたちとは遠
く離れていて気づきにくいのですが、私
は今幸せなんだろうなとおもいます。あ
れだけたくさんあった恐れの数々。実に
単純で多くを望みすぎ、届かない夢・願
望におどらされ、好きなことを考えてい
たつもりが、実は苦しみもがいていた過
去の自分に気づく。新しいことが怖い。
できないから怖い。やったらやっただけ
そこから解放されていく感覚。新しい関
わり、増えていく仲間と巡り合わせ、そ
の中で生かされている自分の現実的な喜
びを味わう感覚。みんなにも知って欲し
いなぁ。これからも受け取ったものを渡
していく、与えられたものを与えてい
く。あたり前にも思えるこの原理にした
がって生きていこうと思う。それを続け
るための手段もたくさん与えられている
し使っていける。感謝さえ忘れずにいれ
ば、すぐに実現できる今を大切にする生
き方とその目的、それをよりよくしてい
くための砦を超えるつもりです。やりき
ること。がんばります。


　　「恐れているものの数々 」    

依存症のマックス 
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Peaceful 
Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設
です。ファースト・セカ
ンド・サードの全過程
を同じ場所で過ごしな
がら、それぞれの回復
を進めていきます。女
性依存症者の多くは、
それまで生きてきた背
景に様々な問題を抱え
ています。生きるため
の道具だったアディク
ションを手放していく
とき、経験を共有し合
える仲間が小さな安心
感を積み重ねてくれま
す。その安心感が私た
ちを自己否定ではなく
自己受容という形に変
えてくれるのです。安全
を感じながら回復を進
めていくことができる
場所とプログラムを提
供すると共に、自分を
大切にする生き方を身
につけてくれるように
願いながらサポートを

「地元を想い出して」 

                                                                            依存症のノノ

 　日に日に寒さが厳しくなる今日このご
ろ、皆様におきましては体調など大丈夫で
しょうか。我が栃木ダルクは昨年末から年
始にかけ男性メンバーが、コロナとインフ
ルエンザに感染しほぼ全滅してしまいまし
た。なので合同で行くはずだった1月2日の
初詣も職員とPPメンバーで行ってきまし
た。 
　今回は私の地元の事を少し話していきた
いなと思います。お付き合い下さい。 
　私の生まれは江戸時代、城下町として栄
え、川での流通が盛んだったらしく重要な
拠点だったそうです。ですから昔からの行
事やご近所付き合い、仕来たりが今だに多
く残っています。例えば夏祭りで出るお神輿
は女性は決して触れてはいけません。旧正月
から数えて初馬の日には男の子達だけでお
いなり様を祀っている家々に太鼓を乗せた
リヤカーを引きながら祈祷して回るのです。
夜、出歩くことができるし、太鼓のリズム
の独特で、歌を唄いながらやるのです。大将
がいて年令順におこづかいの額も変わるそ
うです。後は「としまのおくれ」という行
事もあります。旧正月元旦の日に各家々を
巡り、おかしをもらって歩きます。それこそ
小さい町の小さい地域だけのものでしたが
これは男女関係なく参加できます。小学生
までですが。 
昔は自分の年令の数だけ大豆をもらってい
たみたいですが、今のこの時代、50円くら
いのスナック菓子がもらえました。もちろ
ん我が家でも子供達にあげる為にスナック
菓子を箱買いしていました。10軒ぐらい回
るとちょうど1週間分のおやつが集まってこ
の行事も夕方から夜にかけてやるのですごく
楽しかったのを覚えています。かけ言があり
それは「とーしまーめおーくれっ」です。 

　後は終戦時の総理大臣の別邸があり、そ
こは今では博物館になっています。その妻は
昭和天皇の幼少期の養育係をしており、尋
常小学校を創立してくれました。私もそこ
の小学校で6年間学んできました。創立100
周年は超えていると思います。お城もスパー
堤防の上に建築されていて、緊急避難所に
も指定されています。名産は枝豆です。お米
もおいしいですし、酪農も盛んです。平地の
真ん中に位置しているので風がいつも吹い
ているので夏はクーラーいらずです、私はで
すが…（笑）前職の影響で「クーラー病」
でめっきりクーラーには弱いのです。 
　さて話はかわりまして去年1年間を振り
返ってみたいと思います。6月に2ステージ
に上がり、リーダー職に就きました。役割
が突然多くなり色々覚えきれなくて数々の
ミスもしました。それでも温かく見守ってく
れる職員やスタッフ、メンバー達にも多く助
けられました。12月にはステージ3に上がる
ことができました。単独行動が出来るよう
になり自由と責任が両方ついてきます。これ
からの自分の行動1つ1つが大変重要なもの
になるものとよく自覚していきたいと思い
ます。 
　余談ですが、ある日私の通う病院へと行
く途中、仲間と迷子になりました。色々な
病院を自転車で通っている間に覚えている道
が混同してしまい、違う病院へ行ってしまっ
たのです。この日行く病院には56日間ぶり
に行ったためどう思い込んだのか仲間に大
変迷惑をかけてしまいました。道中コンビ
ニや道すがりの人に道を教えてもらってはま
た迷いで2人共くたびれてしまったときにな
んと目の前におまわりさんを発見したので
す。今度こそよく説明を聞いて漸くたどり着
けたのです。こんなドジをする私ですが温
かい目で見守って頂ければ幸いです。
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1st Stage 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

　皆さん、はじめまして。ご存じの方にはお久
しぶりです。依存症のベーです。一昨年の１１
月、再使用の末に逮捕、起訴され、懲役１年４
カ月の判決を受けました。幸いにして栃木ダル
クに繋がっていたおかげで4カ月の一部執行猶
予と3カ月の仮釈放をいただくことが出来、昨
年の１１月２０日から再入寮し現在に至ってお
ります。 
　私は今年で５２歳になります。情篤い両親に
大切に育てられ、何不自由なく成長しました。
ただ一点、同性愛者との自覚が幼い頃からあっ
たこと以外は。当時は昨今の様に多様性という
言葉はありませんでしたし、私の思春期は自分
を受け入れるための葛藤と、秘密を隠しながら
生きる術を獲得するためにありました。必然、
私のあるがままの性の在り様は後ろめたいも
の、誰にも話せないものになり、長じて教職に
就くことを選んだ動機にも影響を与え、故郷と
離れた土地から採用通知が届いたことも、古風
な倫理観を持つ家族と距離をとるのに都合が良
かったわけです。それでも、薬物に触れる以前
の私は、人と関わることが好きでしたし、人生
に何ひとつ不満はありませんでした。しかし、
どんなに充実した生活もそれが続けば飽きが来
ます。やがて、与えられた幸福に感謝を忘れた
私の前には覚醒剤がありました。興味本位で始
めた薬物でしたが、使うと初めて自分の性を肯
定できた気持ちになれ、使い続ける中、「覚醒
剤か○○か」という選択を迫られたときには必
ず薬物を選ぶことを繰り返した結果、すべてを
失いました。 

　そんな中、２度目の逮捕をきっかけに、栃木
ダルクに入寮しました。嫌なことも楽しいこと
も沢山あった４年間でしたが、過ぎてみると思
い出として残っているのは、嬉しかったことば
かりで（だから、再入寮に踏み切る気持ちにな

れたのだと思いますが）、心に引っかかってい
た仕事やパートナーへの執着は良き思い出とし
て封印し、それなりの健康に家族と自分への信
頼を多少なりとも取り戻しながら、プログラム
を修了、愉快な仲間たちに見送られながら社会
復帰を果たすことができました。「人生にはも
う何も無い」という使い続けるための言い訳を
止めると、毎日は思っていた以上に豊かになる
と知り、二度と味わえないと思っていた幸福を
感じることが出来ました。しかし、愚かな私は
依存症者の自覚を忘れてしまいました。若かり
し日の失敗をなぞるように、与えられた幸福を
自分の力によるものだと勘違いし、傲慢さにつ
かれた私は、再び覚せい剤を使用し、喪失感と
怒りの穴埋めに性的逸脱に耽る毎日に逆戻りし
てしまいました。 

　ここから、前述の過程を経て現在に至るわけ
ですが、留置場や拘置所、刑務所で母の差し入
れてくれた『今日だけ』を頼りに、使うしかな
いと自分に付く嘘は見破りにくいこと、自分は
どんな出来事も使い理由に仕立ててしまうこ
と、最初の一発に手を出すともう止められない
こと、使ってしまったら大切なものを守れない
こと等々、反省と気付きの１年を過ごしまし
た。こうして、私は初めて心から自分のため
に、覚醒剤はもう使いたくないと思うに到って
います。今はただの願いに過ぎませんが、それ
が信じるものへの祈りに変わり、やがては確固
たる誓いになるよう育てていきたいと考えてい
ます。いつの日にか、もう一度、母と陽だまり
の花壇の手入れが出来る日が来るように。取り
留めのない文章でありましたが、以上で筆を置
かせていただきます。駄文に最後までお付き合
いいただいた方々に感謝いたします。ありがと
うございました。 

　　　「再入寮に思うこと 」 
                                             依存症のべー 



							

	1976年2月25日第三種郵便物認可（毎週4回月曜・火曜・木曜・金曜発行）

　2022年2月14日発行　ＳＳＫＯ　通巻第11842号　無断転載禁止


6

3StagesProgram 
栃木ダルクのメインプログラムです。AAやNAな
ど、自助グループの１２ステップを基に意味を抽出
したものを３段階にわけて各自が取り組みます。自
分は「どうすれば良い変化ができるか」また、「現
段階で実行可能な方法」と「維持するにはどうし
たら良いか」など、テキストブックを使いながら各
センター長がファシリテートし
ます。また、他者とのコミュ
ニケーションはどのようにす
るかなど、社会の中で実践し
続けていくには何が必要なの
かを知る目的としています。 

ピア・カウンセリング 
毎日１時間半行うグループミーティング
です。これは全国ダルク共通のプログラ
ムでもあり、自助グループのNAミー
ティングを手本として、言いっ放し、聴
きっぱなしのルールに則って
行われています。テーマは
過去の自分と薬の関連性
（特に不利益を被った経
験）について話すものであ
り、薬による負の強化を目
的としています。 

プログラム紹介

編集後記 
 皆様いかがお過ごしでしょうか。 
 さて栃木ダルクでは恒例になりつつあるセミナーを
今年も開催させていだだきます。 
　令和7年2月19日（水）宇都宮駅東ライトキューブ
13:00からになっていますので、皆様のご参加お待ち
しております。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集　秋葉
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施設報告 
1st(導入）10名　2sc(回復）8名　3sc(社会復帰）
19名　計37名で活動しております。 
ステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

Stage up 
・マッスー　トシ　ヤスオ　Stage２へ 
・マサ　Stage３へ 

Role Model 
・ナツ　リーダーへ 

PP 
・ナツ　Stage２へ 
　　　　 

1月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

1月の献金・献品

7

（献金　那須トラピスト修道院様、聖血礼拝修道院様、他匿名者5名　 
（献品）匿名者7名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用でき
るものがあればよろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あれば
よろしくお願いします。 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない
方も少なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)では、薬
物依存症以外にも社会復帰を目
指した際に問題（高齢である・
重複障害がある）を抱えたメン
バーがゆっくりと自分なりの回
復を深めて、それぞれの社会復
帰の形を探ってもらうための場
所です。他の男性施設とは違
い、テキストを使ったプログラ
ムも少なく、ステージ毎に居場
所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活
動の中心にしています。金銭管理
や処方薬の管理、家族の再構築
など基本的な部分に時間をかけ
て丁寧に社会復帰の準備を行
なっています。 

「ピンチ」 
 　　　　　　　　　　　　　　Remisssin 生活支援員　　　　　　　　　　　　　　　

岡本　健太 

　寒気厳しきおりでございますが、皆様お
変わりなくお過ごしでしょうか。 
近年の異常気象が、多く作物を作るうえで
困ります。去年の茄子で言えば暑すぎで茄
子が丸くなってしまい、害虫（カメムシ、
ヨトウムシ）が多く虫食いの茄子が多く収
穫しても規格外ばかりで農繁期なのに規格
内で製品として出荷出来る茄子が非常に少
なく農繁期の終わりに製品としての収穫量
が増えお米も、藻が大量発生し稲が潰され
てしまい最終的に収穫量が減りました。今
年も暑くなるみたいなので藻を溶かす｛モ
ゲトン｝という農薬で対応できればと思い
ます。去年那珂川は継続就労支援B型作業
所の農場となり、作業の内容としては、今
までとそんなに変わらないですが、一日の
スケジュールは大きく変わりました。寝泊
りする場所も宇都宮の石井に引越し、農場
の那珂川に通う生活をしています。那珂川
に犬のセンと春菊の世話をしないといけな
いので常時那珂川に2人は交代で泊まり、
2人以外は石井に戻る生活になりました。
適応力が低い自分としては、わすれものが
あったり予定が変わると少しパニックに
なったり、周りにいる職員や仲間に支えら
れ助けて頂きとても感謝です。タイトルに
「ピンチ」とありますが、もう一つのピン
チが、1月10日に親父が亡くなり、11日
に実家の川崎に戻り親父に会いました。妹
や姪っ子、甥っ子もいて、色んな感情や思
考でグリグリになりミーティングに行って
卸さないと自分が潰れると思いました。南
関東エリアのホームページで会場を探すと
奇跡的に実家の近くで19:00~20:00の会
場があり、お袋の自転車を借して欲しいと
頼んだら、「本当にミーティングやってる
の？」「20:00に終わるんだから21:00ぐ

らいには帰ってくるのね」と言われ、プロ
グラムを終了し、非常勤職員として働いて
いても信用して貰えないんだなと思いまし
た。頭では信用を作るのは大変だし、壊す
のは簡単と分かっているつもりでしたが、
お袋いわく昔の記憶が蘇るみたいで、ウロ
ウロして欲しくないと言われました。確か
に昔自分がしていた事だったり、振る舞い
を思い返したらしょうがないのかと時間に
なり自転車を漕いでミーティングに行きま
した。多くの仲間にハグして貰いました。
スポンサーにも会えて13年間の中で初め
て有意義なミーティングでした。「落ち着
いたらまた会いに行きます」と伝え実家に
帰りました。仲間にハグしてもらったの
と、スポンサーに話を聞いて頂いたので、
スッキリしました。それまで18日の葬儀
に出るか迷っていました。出たら親族に会
うのが怖かったのです。ステップ8をやっ
てないけど、ステップ9の｛機会ある度に
直接埋め合わせ｝ってこうゆうタイミング
なんだろうなって思えてお袋に葬儀に出る
事を伝えて栃木に戻り、っ職員や周りの仲
間は凄く気を使って頂いて申し訳ないと、
思いつつ感謝しかありません。葬儀の前日
親族に謝罪しました。「今が良ければ良い
よ」「更生したね」と言って頂いて正直嬉
しかったし、無事葬儀も終え親父に「今ま
で育てて頂いてありがとうございます。」
と伝えられただけでも良かったのかなと思
います。後半自慢話みたいになりました
が、ありがとうございます。 
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　アルコール依存のキンタローです。
今年、初めてのニュースレターを書く
ことになりました。初めの施設生活は
那須の施設でした。それから、次は那
珂川の施設でした。那珂川の施設で
は、プログラムは農業でした。私は生
まれが東京で那珂川の施設のプログラ
ムは畑や田んぼや草刈りで大変でし
た。那珂川の施設のプログラムで、本
当に身体が良くなりました。そして、
那珂川にアパートを借り一人での生活
が始まりました。でも、一人での生活
ではすぐにアルコールを飲んでしま
い、アルコールが止まらなくなり毎日
朝からアルコールを飲むようになった
のです。食事も食べずにアルコールを
飲み続けるのです。色々と止めよう
と、教会にも通いました。それでもア
ルコールは止まりませんでした。仲間
の家に泊まってもアルコールは止まら
ないので、そんな生活も10か月が経ち
体重も４６ｋｇになり歩くのがやっと
でした。このままだと危ないと思い那
珂川の施設長に電話をかけアルコール
が止まらないと話しました。すぐにア
パートに来てくれました。すこし待っ
て、と言われ二時間ほど待っている
と、野木の施設に行くという話でし
た。でも、そこで悩むのです。アパー
トを手放す事が出来なかったのです。
お金を貯めて家具を揃えたのに中々、
野木の施設に行くことに腹が決まらな
いのです。しばらく考えて、アパート
と自分自身の身体とどちらが大事なの
か考えて、自分の身体を大切にしよう

と考え野木の施設に行くことにしまし
た。その日の内に野木の施設に連れて
行ってもらいました。 
野木の施設の仲間たちは笑顔で迎え

てくれましたが、それからが大変でし
た。アルコールが切れてくると幻聴が
聞こえてきて苦しみました。しばらく
は体調も悪く元に戻るまでが大変でし
た。　 

それから3年後に身体を悪くしま
す。肺を悪くするのですが、その病気
は肺気腫でした。それから色々な事が
ありましたので、そのことを書くこと
にします。今から3年前にタバコの吸い
すぎで肺を悪くするのですが、1年く
らい古河病院で見てもらっていて、あ
る日先生から話があるという事で病院
に行きました。肺気腫の話から始まり
「はっきり話をしてもいいですか」と
言われました。私は大体の話がわかっ
ていたので本当の話をしてくださいと
話しました。先生の口から出たのは肺
癌ですとの事でした。このままタバコ
を吸うと6か月しか持たないとも言わ
れました。それからが大変で、まずタ
バコを止める事に一番苦労しました
が、本気でタバコを止め3年になりまし
た。アルコールもクリーンが3年になり
ました。これからは自分自身を大切に
しながら生きていきます。ありがとう
ございました。 

  

2nd Stage 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「自分自身を大切に」  
 　　　依存症のキンタロウ

9
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　　　今月活動予定
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　　　　　　2月　 

1日　家族教室　再乱用防止教育事業県央 　 

　　　栃木県アルコール問題研究会記念イベント 

10日　栃木県精神保健福祉センターガイドポスト 

11日　第９回山梨ダルクセミナーin笛吹市 

12日　喜連川少年院プログラム 

13日　第２回栃木県依存症関連機関連携会議 

14日　東京都立川拘置所施設見学 

16日　家族会オープンセミナー 

18日　再乱用防止教育事業県南 

20日　再乱用防止教育事業県央 

22日　ダイアログカフェ 

25日　宇都宮保護観察所プログラム 


